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った。今 回の報 告 は 4回 目となるが、その間、報 告 を書 く
ことで 多 く を学 ぶ こ とが で きた と思 っ て い る 。 報 告 1か
ら 3まで を再読す る と、書 き直 したい部分 も幾つ かあ る
が、提 案 した こ とは意外 にあ った。 赴任 してか ら 8年 、
その時 々、 懸命 に動い ていた こ とが思 い出 され る。
これ らの提案は名古屋造形芸術大学が抱 える条件でイ
メー ジ して書 いて きた こ とで ある。 だが、何故 か本学 で
実現す る よ り前 に、全 く条件が 異 なる と思 っていた東京
蛮術大 学 な どで、か な りイメー ジに近 い形 で実 現 してい
った ことは、自分 の力不足 を感 じて複雑 な心境 だ。で も、
何処 で実現 しよう とか まわない。 む しろ多 くの場所 で実
現す るこ とが大切 だ と思 う。それ ほ ど美術教 育 は危機 的
状況 に あ る 。 も しか した ら、 イ メ ー ジ した こ とが 名 古 屋
造形芸術大 学 には合 っていなか ったのか も知れ ない。 ま
たは、違 う環境 と思 っていた こ とが、実 は大局 的 には同
じ方 向 を向い てい たのか も しれ ない。 そ うだ とすれ ば、
もう一度 リサー チか らや り直 したい。他 に は、 それ を実
現で きる人 とイメー ジを共有す る努力が 、足 りなか った
の か も しれ な い 。 反 省 す る こ とが 次 々 に 出 て く る。
し か し、 本 学 も大 き く変 化 し良 くな っ て きた よ う に 思
われ る。私立大 学の諸 々の 問題 を抱 えて なお、健 闘 して
い る と言 え る 。 こ の報 告 の 最 後 に は、 き っ と、 そ の こ と
が具体 的 に伝 わ るこ とだ ろ う。
2008年 4月に、本学 は「名古屋造形大学」 に改称す
る。 この機 に、 これ まで報 告 した中で、何 が変化 し、 ど
の ような課 題が依然 と して残 ってい るか を本稿 では省み
る こ ととす る。 新 しい大 学 と して、「名古 屋造 形芸術 大
学」「名古屋造形芸術大学短期大学部」の培った人材を
受け継 ぎ、大 学美術教 育の理想 に一歩 で も近 づ ける よう、
記 録 を 残 して お き た い 。 そ れ に よ っ て 、 よ う や く 「報
告 ：名古屋造形芸術大学の美術教育」は区切 りをつける
こ とが で き よ う。 内容 は 次 の とお りで あ る。
報告 4：実技科 目の現実と課題
（1）AO型入試
（ 2）報告 1か ら報 告 3につ いて
（ 3）美術の基礎 とは何か
（ 4）地方私立美術系大学の役割
（ 5）文科 省現代 GPの 目指 す もの
（6）置 き去 りに される議論
（ 7）様々な誤解
a．制作 の中身 は言 葉だ けで は伝 わ らない
b．美術 とは人 間の存 在 につい ての考察
c．仕事 を選ぶ こ とは生 き方 を選 ぶ こ と
（ 8）美術教育の社会的役割
（ 9）個性 を尊重す る入試
（ 10） 授業評価 ア ンケー トの改良
（ 11） ア ー トプ ロ デ ュー ス コー ス
（1）AO型入試
2000年に名古屋造形芸術短期大学 （現、名古屋造形
芸術大学短期大学部）に赴任 して、最初 に私が取 り組む
こと に な っ た の は 、 AO （ア ド ミ ッ シ ョ ン オ フ ィス ） 入
試の導 入 に関す る様 々で あ った。最初 は、 AO入 試 とは
何か調べ る ところか ら出発 した。 また、 この大学が 、 ど
うい う学 生 を輩 出 し よ う と して い る の か 、 また 、 学 生 に
どの ような資 質 を望 むのか を考 えた。大学 設立か らの歴
史について先 輩諸氏 にお 聞 きし、学 生 と触 れ合 い、 どの
よ うな 大 学 に し て い くべ きか 私 な り に考 え た 。 そ の 中 で
見えて きたの は、 自身が学 んだ大 学の背 景 とは多 くが異
な り、 置 か れ て い る状 況 も全 く違 う とい う こ とだ っ た 。
その違い は、私 には、 とて も魅力 的 に思 われ た。学生 の
様子は朴 とつで素直な印象だったが、それぞれに何かコ
ンプ レ ックス の ような ものが 強か った。一方 で、あ る種
の逆境 を楽 しむ ことを知 っていた。 それ も大 きな魅力 だ
った。制作 を して い く人間 には欠かせ ない資質 を持 って
い る と感 じられた。予 備校講 師や高校 非常勤 講師 を して
い る頃か ら、 大学受験 の仕組 み に対 して何 かが違 うと感
じていた。豊かな可能性を持 った人が、何か一つ不得手
な こ とが あ る た め に ポ ロ ポ ロ と こ ぼ れ 落 ち て い く こ と に
違和 感が あった。不 得意 と思 われてい るこ とは、 実 は魅
力 で あ るこ とが多 い。 その魅 力 を受 け とめ られ る入 試、
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受験準備 の 中で、そ うい う魅力 を失 わず にす む入 試 を考
えた い と思 った。そ こで、多様 な専 門職 を擁す る組織 の
採用試 験 をベ ース に して アイ デア を練 った。AO入 試準
備チー ム の 中に は美術 畑 の人 間 は新 人 が二 人 だ けだ っ
た。 ア イ デ ア の コ ン セ プ トが 消 え な い よ う に、 繰 り返 し
意見 した。AO入試の一期生 を迎 えて一年間は試行錯誤
の毎 日だった。その後、名古屋造形芸術大学へ移籍 した
こ と もあ り、 直 接 AO入 試 に 関 わ る こ と は な か っ た 。 外
側か ら見て いる と、 やや受験生 募集 に ウエ イ トを置 いた
運用 にな ってい った ように見 受け られる。 それ は、本 学
の置 かれた、 決 して易 し くはない状況 に よる こと と理解
してい る。現在 本学 が行 って い るAO入試 は、厳 密 に言
え ば ア ド ミ ッ シ ョ ン オ フ ィス と 言 え る組 織 が な い の で
AO入 試 で は ない。本 学 と して は、AO入 試 で見 分 け ら
れるだろ う受験 生 の資質 を様 々 な方法 で見 ようと してい
る。 そ の 目的 にお いて 「AO入 試」 と呼 んで いる に過 ぎ
ない。現実 的に、入試 はカ リキ ュラム と結 びつい てい る
ので、 日本 におい て欧米 で行 われ てい る ようなAO入 試
を実 施 し よ う と思 う と、 カ リキ ュ ラ ム か ら大 幅 に見 直 さ
な け れ ば な らな い だ ろ う。 当 然 、 シ ラバ ス の 表 記 も さ ら
なる工夫が要 求 される。 それは、現状 か らして時期 尚早
の感が あ り、充分 な議 論 が必要 で あ る。 仮 にそ の結果 、
見直す方 向に進 む として も、学 内の周知 と理解 に相 当の
時間がか か ると思 われ る。 名称 は ともか く、内容 の似 た
入試は、東京嚢術大学の先端芸術表現科、愛知県立芸術
大学の デザ イ ン専攻 などで一部行 われ て きた。 また、私
立美術系 大学 で は、 もっ とユ ニ ー クなAO型入 試 が行 わ
れてい る。 両者 の違 い は、国立大 学法人系 の大学 は、 よ
り教 育理念 や カ リキ ュラム との 関わ りの中で入試 が研究
されているのに対 し、私立美術系大学は、受験生の募集
を念頭 に置か ないわ けにはいか ない とい う点 だろ うか。
今年は、本学AO入試一期生の一人が、短期大学か ら
大学 に編入 し、大 学 院を 3月 に修 了す る。短期 大学で の
試行錯誤の 1年が特に印象に残っているが、 自身の移籍
後 も近 くで見 守 る ことがで きた数 少 ない学 生 の一人 だ。
その学 生が、多 くの教 育ス タ ッフや友 人 と出会 い、ふ り
幅 の広 い成長 を遂 げた ことは修 了制作 を見 る と良 くわか
る。個 人的 には感慨深 い年で あ り、一 つの 区切 りを迎 え
た実感 が ある。本学 におけ る私 にとっての学 びは、 この
AO入 試 か ら始 ま っ た よ う な も の だ 。 だ が 、 大 学 を と り
ま く状 況 や受験 生 の変化 に と もない、本学 のAO型入 試
も検証 の時期 をむか えてい る。
（2）報告 1か ら報告 3について
で は、過去 の報 告で何 を考 えたか、そ して現在 に立 ち、




b．アカデ ミズムの抱 え る問題
（ 2）名古屋 造形 にお ける美術教 育 プログ ラム








報 告 1では、90年代 の 関東 を中心 と した美術 の実験 的
動きにつ いて、教 育 的側 面 を切 り口 として捉 えて いった。
その中で、 大学美術 教育 の限界 と、そ の外 側 にあ る もの
について述べ た。一方で、名古屋造形芸術短期大学（現、
名古屋造形芸術大学短期大学部）で行われていた、「フ
ァンデ ーシ ョンプ ログラム」や 「工房実技 」 の注 目すべ
き点 につ いて報告 した。 また、名 古屋造 形芸術 大学 の国
際交流企画である「TRANSIT 2002 名古屋造形－バ
ウハ ウス大 学 の実践例」 につ いて述べ た。 さ らに、本 学
の教育構造の現状 と課題について報告 と提案を試みた。
報告 2 ：実 践的 プ ロジ ェク トと未 来展望
（ 1）「TRANSIT 2003」 につい ての報告
a．国際交 流 プロ ジェク ト “TRANSIT’ の概 要
－vb．オ ラ ンダ、 ドイ ツでの美術教 育 システ ム
c．ヴェ ネチ ア ビエ ンナ ー レをみ て思 う名 古屋 造形 芸
術大学の美術教育
d．美術館 にみ る、空 間 と人 間の関 わ りと豊 か さ
（2）「仮設表現空間」についての報告
（3） これ らの特徴 と課題
a．自分 を知 る、文化 を学ぶ
b．異 なる文化 を認 めつつ交 わる
c．戦略的交渉術の必要性
d．フ ァイ ンア ー トの多 様 性
e．カ リキ ュ ラ ム と プ ロ ジ ェ ク トの 連 動 、 非 連 動





b．「メ デ ィア 教 育 」
c．セ ンターの役 割
d．カ リキ ュ ラ ム の 構 造
e．工 房 を活 か す カ リキ ュ ラ ム
f．学 生の成 長 を促す ア トリエ配置
（紀要第10号－2004掲載）
報告 2では、TRANSITや仮設表現空間について報告
し、 これ らの特徴 や 課題 につ いて個 人 的考 え を述 べ た。
後半 は報告 1と報 告 2の内容か ら考 え られ る名古屋 造形
芸術大学の未来展望について、私的な見解 を述べた。振
り返 る と、 この報 告 での 「（ 3） これ らの特 徴 と課 題 」
で述べ た内容 は、一実技教 員 として考 え られ る美術 系大
学の理想 につ なが ってい た。 また後 半 に述べ た 「（ 5）
名古屋造形芸術大学についての空想的未来展望」で述べ
たこ との中 には、他大学 で実現 した こ とが多 々あ る。表
面的 な事 柄 は どうで あれ、そ のね らいにお いては、適確
に実現 され ている。
これ らに関 して、本学 で足柳 となってい るこ とが ある
とす れば、人 の動 く範 囲 （授業 や対象 コー スな ど）が 限
られ てい るこ とが推測 され る。 また、 空 間の使 い方 では
占有す る傾 向が強 く、何 をす る に も多 大 な資 金 を必要 と
し難 しい。考 え以上 に、人や空 間 を共 有す る ことの難 し
さを実 感す る。
ま た 、 大 学 を 取 り巻 く環 境 が 大 き く変 動 して い る こ と
は特筆 すべ きであ ろ う。報告 した ときと現在 で は変化 し
たこ とが多 々あ る。 その変化 は現在 も進行 中で、 5年 先
は今以上に変貌している可能性が高い。大学は変化に対
応で きる柔軟性 を持 たか ナれば な らな くなった。 その変
化の過 程で、 大学が軸 ぶれ る ことな く使命 を果た してい
くため には、末端 的 な変化 に惑 わ され る ことな く冷静 に、
大局 的 に物事 を見 てい く姿勢 が望 まれ る。
報告 3：創造の場、内容と目的
（1） は じめ に
a．創 造の現場 で あ りつづ ける こと
b．本稿の 目的
（2）卒展の課題
a．まるで陣取 り合 戦の悲 哀
b．大学から見た卒業制作展の意味
c．本 学 プ ロ ジ ェ ク トが 救 っ た 卒 展 の ア ク シデ ン ト
d．実質的には選抜企画展
e．他 に真似 ので きない卒展
（ 3）教務部の課題
a．授 業 ア ンケ ー ト
b．教育の骨格 を示す授業概要の活用
c．学歴や資格 による教員評価の今後
（ 4） ま と め
a．創 造 の場 と原動力
b．創造の風景
（紀要第12号－2006掲載）
報告 3で は報告 2までに考 えた こ とを踏 まえて、本学
の方向性 と関連 す るこ とにつ いて報告 した。美術 系大学
として失 って は後 悔す るだ ろ う大切 な要 素 につ いて述べ
たつ も りであ る。そ して、本学 の卒業制作 展 をめ ぐる学
内、学外 の状 況 につ い て2005年 の展覧会 を中心 に反省 と
提案 を試 みた。 また、教務 部長 として の立場 か ら2006年
3月 までの任期 中で考 えた一部 と、提 案 と しての意見 を
述べた。
そ の後 、本学 は新学 長 を選 出 し、学 内で は様 々な変 化
があ り、学生 もそれ を感 じてい る。■その素地 は前学 長の
時代 に作 られ た もの の 、新 た に活 気 が 生 まれ た こ と、
様々な企 画が増 えたこ と、 その実施 まで のス ピー ドが早
くなった こ とが実感 され る。 また、2007年 か ら本学 の卒
展は 2月後半 とな り、今年 2月か ら展 示 スペースが 少 し
広がった。県内の美術系大学が連名で愛知県美術館ギャ
ラ リ ー に 要 望 書 を 出 した こ とが き っ か け と な っ た よ う
だ。 さ ら に、 カ リ キ ュ ラ ム の 見 直 しが 始 ま り、 ア トリエ
配置 もそれ に伴 って変更 され る。
気 がか りなの は、 報告 で繰 り返 し述べ て きた全体 共有
の機会 が依然 と して、 ほ とん ど無 い こ とだ。一つ に は共
有の機 会 を持 て るほ ど、現場 の教 育ス タ ッフに時間的余
裕が無い。 また、企画の進行速度が増せば、分業するこ
と も増 え、 おのず と段 階 ごとの判 断 までの時 間が短 くな
る。 必然 的 に調査 や議論 にか ける時 間 も減少す る。 これ
らに対 す る策が ない と、 ようや く改善 された こ とが継続
的に は続 か ないこ とが懸念 される。
（3）美術 の基礎 とは何か
本 学 の変革 の時期 にあって、 美術教 育の根幹 となる こ
とにつ いて確認 した ほ うが良 い。 目標 とな る大 学の姿 と
同時 に 出発 点 となる地点 を認 識す る （現状 を把 握す る）
ことが重 要で ある。基礎教 育 の充実が謳 われ、 カリキュ
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ラムの見直 しが始 まった わけだが、 ここでは、美術教 育
において 「基礎 」 とは具体 的に何か、 テ ーマ を絞 って考
える。基礎 とは 「それ を前提 と して事 物全体 が成 り立つ
ような、 も とい」（広 辞 苑 岩 波書 店 ） な ので あ るが、
美術教 育の「事物全 体」は、悪 い こと とは思 われないが、
非常 にあい まい な様相 を呈す る。 ゆえ に、基礎 の捉 え方
も教 員 間で さ え様 々 であ る。 また、 入 学 時点 で学 生 が
「 基礎 」 だ と思 ってい るこ とは、「デ ッサ ン」 であ る場 合
が少 な くない。私 自身 は、言葉 通 りに「基礎 ＝デ ッサ ン」
とは考 えて いない。 一般的 な考 え方 がそ うであ るこ とは
認め る として も、 美術系 大 学 の実技教 員 であ る私達 が、
短絡的に捉え、責任ある組織単位内での議論なしに対応
するのは、 良い こ ととは思 われ ない。
仮 に 「基礎 ≒デ ッサ ン」 とす るな らば、 デ ッサ ンカ と
は具体 的 に どの よ うな力 なのだ ろ う。 デ ッサ ンで私達 制
作をす る 者 は何 を し よ う と して い る の だ ろ う。
入 学 した ての学 生達 は、「 もの のか た ちが 正確 に措 け
ない」「ものの質が措 け ていない」「空 間が措 けてい ない」
ので ど う した ら よ い か と ア ドバ イス を 求 め る 。お そ ら く、
これ まで教 わった先 生や先輩 にそ う言 われ続 けた のだろ
う。 この よ うな と きに、私 は次の質 問 を学生 に投 げかけ
る。「なぜ正確 に措 きた いのか」「なぜ質 に こだ わるのか」
「 なぜ空間が問題なのか」。その部分がわかれば、学生の
特質 を損 な う こ とな くア ドバ イ ス が 出 来 る こ とだ ろ う。
しか し、私 の質問 に答 えて くれ る学生 は稀 であ る。学 生
側の質問 は決 して 間違 っているわ けでは ない。そ れ らは
描くこ とを学 ぶ人が、 必ず突 き当 たる問題 で もあ る。注
目す る点 は 、「 どの よ う に （ど こ か ら） そ の 間 題 に突 き
当たったの か」 なのであ る。
絵 画制作 で も、算 数の九九 を覚 えるの と同様 に、対 象
を正確 に措 いた り、物 質性 や空間性 を表現す る こ とは制
作の大 きな力 となる。だが、 九九 は非 常 にシ ンプルな計
算の技術 で あ り、絵画 表現で の前 述の力 は、そ の方法 も、
考え方 も多様 であ る ことが大 きな相違 点で ある。撮影 さ
れた写真の ように像 を措 くこ とが、 その学生 に とって必
ずしも良い とは限 らない。他 に も絵 画的 な捉 え方、 表現
方法 はあ るわけで、 それぞ れに必要 な力が異 な る。 そ っ
くりに措 く力 がデ ッサ ンカ と言 うのは正確 では ない。や
り方 だけ を覚 え るこ とが後 の表現 に弊 害 とな る場合 もあ
る。大 切 なのは、 その方法 を とる意 味 を理解 して修練 す
るこ となの だ。そ の為 には、 数年か ら数十年 とい う想 像
以上 の時 間が かか る し、何 よ り本人 が措 く対象 と じっ く
り向 き合 う こ と、 そ こか ら描 く 目標 や 方 法 を 自 ら選 ぶ こ
とが不 可欠 だ。入学 直後、措 く対象 と実直 にや り取 りし
よう とす る学 生 は近 年 少 しず つ 減 っ て い る よ う に 感 じ ら
れる。絵画制作 専 門の コースで も、措 く楽 しささえ も味
わう こ と な く入 学 した 学 生 、 ま た は 忘 れ て し ま う程 受 験
勉強 として絵 を措 いて きた学生が、 混 じってい る場 合が
ある。その状態か ら短い学部の 4年間で、学生が制作の
面白 さに気付 き （思 い出 し）、他 者 に よって個性 が 引 き
出さ れ て い く こ とは 、 年 々厳 し くな る 傾 向 に あ る。
デ ッサ ンカ とは、 デ ッサ ンな どを描 き終 え るまでの過
程で何 か を見 つ ける （自覚 す る）力 なの では ないか と思
う。 その何 か とは、「なぜ 正確 に措 きたいのか」「なぜ質
にこだ わ るのか」「 なぜ 空 間が 問題 なのか」 な どの答 え
にな る こ とで あ り、 制 作 を す る動 機 、 こ だ わ りの よ う な
もの で あ る。 そ の 動 機 や こ だ わ りの よ う な もの さ え獲 得
できれば、長 い制作 人生 において、 少 しず つで も本 人が
自覚 を持 って先 に進 む こ とが出来 るはず だ。た とえ、そ
の一枚 の デ ッサ ンが 上手 くいか な くて も、 次 に何 を 目指
せばいいの か工夫す る こ とがで きる。お そ ら く、 自分が
デッサ ンで 目指 した ことの何 処 まで出来 たかが、 自分で
も見 え るこ とだ ろ う。そ の意味で は 「学生 時代 は全 て基
礎であ る」 や 「一生基 礎 であ る」 とす る考 え は正 しい と
思われ る。多 くの制作 者が 一生探 し続 ける （追求 し続 け
る） ことを見 て も、絵 画制作 にお ける基礎 とは完 成の無
いもの なの か も しれ な い 。
基礎 につ いての考 え方 は先 に述べ た とお り一様 では な
い。 したが って、 これ までに述べ た考 えは個 人 的な もの
である。他 の考 えをあ わせ て、名古屋 造形 大学 の考 える
「 基 礎 」 が 見 え て くる と良 い と思 う。
本学短期大学部では、これまで実験的な試みを行 って
きた。その 中 に「基礎 」 の捉 え方 に関 わ りがあ るので は
ないか と考 え られ る ものが あ る。報 告 1でみた 「ファ ン
デー シ ョンプ ログラム」 は、学生 に初段 階で精神 的 な成
長を促 す プロ グ ラム であ る。 また 「工 房 実技 」 は技 術
（ 技 芸 と学術 ） 面 での鍛 錬 を促 す プ ログ ラムで あ る。名
古屋 造 形 大学 が 計 画 して い る新 カ リキ ュ ラ ムの 中 で 、
「 工房実技」は、幅 を広げて「造形交流演習」で活用さ
れるだろう。それは、名古屋造形芸術大学美術学科で行
われてい た 「交流演 習」 と、デザ イ ン学科 で行 われて い
た「工 芸基礎 」 を含 む形 で改良 されてい る。一方 「フ ァ
ンデー シ ョンプログ ラム」 が担 って きた部 分 は、 必要性
のある コースでの創 意工夫 にゆ だね られ てい る。技術 習
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得型 の内容が色濃 い コース では、 この内容 は実現 しに く
い。 だ が 、 で きれ ば 、 さ ら に 改 良 した 「フ ァ ンデ ー シ ョ
ン プ ロ グ ラ ム」 を全 コ ー ス が 選 択 で きる よ うに な る と良
い。本 当は、 この内容 を義務教 育 において行 うこ とが望
ましいが、現状、学生はほぼ全員が未経験のまま義務教
育を終 えて いる。 まれに帰 国子 女 に、類 似 のプ ログ ラム
を受 けた こ とがあ る学 生が いる程度 であ る。教 員養 成 も
必要 であ る。
（4）地方私立美術系大学の役割
近年 、本学 に入学 す る学生 に は早 く結果 を求 める傾向
が強 い。 こつ こつ と地道 に努 力す る ことは性 に合 わない
のか、飽 きやすい傾 向 もある ようだ。継続 的 に制作 を し
てい くこ とは、制作 す る人 間 には不 可欠 なので はないか
と考 えてい る。 だが、そ れに しては本学 の時 間割 は、実
技科 目、講 義 科 目 と も に 目ま ぐる し く「意 識 の切 り替 え 」
を学 生 に要 求 す る。 この状 態 で は未来 の レオ ナル ド ・
ダ・ ヴ イ ンチ や ミケ ラ ンジ ェ ロ の よ う な 人材 が 育 つ と は
考え に くい 。 もっ と も、 レオ ナ ル ドの 場 合 は、 制 作 （研
究） を優 先 し、納 期 な どの約束 を守 るこ とは少 なか った
ようだ。 それ は、 現在 の私達が縛 られ がち な価値 観 （意
識の切 り替 えや期 日な ど） を、最 初か ら優 先 しなか った
とい うこ とで ある。現代社 会 では考 え られ ない ことであ
る。工夫が必要だ。
本 学 の 場 合 、 現 在 の カ リ キ ュ ラ ム （旧 カ リ キ ュ ラ ム ）
や時間割は、画一的な訓練積み上げ方式に近い。私はこ
の状態 を、職業 訓練所 や 自動車 教習所 の よ うに感 じてい
る。 で も、そ れに しては全体 が体系化 され てい ない。 だ
から、学 生が それ を上 手 く統合 して 自分の学 び につ なげ
られ る と は、 ど う して も思 え な い 。 い つ の 世 も、 時 代 に
問い かけ る仕事 を成 した逸材 は、結 果的 に画 一的 な方法
から外 れ た ところで育 まれ て きた。 もちろん、大学 は 1
割に も満 たない逸材 の為 だけ にカ リキ ュラム を組 むわ け
に は い か な い 。 む しろ 凡 人 の為 に こ そ カ リキ ュ ラ ム は あ
る。だが、 これまで東京聾大 などの大学が拾わず見過ご
して き た よ う な層 に 、 逸 材 が埋 もれ て い た こ と を忘 れ る
こ とはで きない。 この報告 の （ 1） で述べ た大学 院修了
生はそ うい う逸材 であ る。 その ような学生 達 は本 学の よ
うな場所 で制作 を支援 し育 むべ きであ る。その支援 の大
半は、場 を作 るこ と、人 との 出会 い を創 出す る ことだ と
思う。大学美術教育の王道は東京蛮大などが使命 と責任
を全 うすれ ば よい。 地方私大 が 目指 す ところ は、 さらに
上を行 く大胆 さをあわせ持 つ形で よいの では ないか。多
少偏 ってい て も、許容 範 囲の広 さは保 ちたい。誤解 され
るこ とを承知 で言 うが、 それが 出来ない ような美術 系 の
私立大 学 は、 あ ま り必要性 を感 じない。現在 の ように多
くあって も仕 方が ない。
（5）文科省現代GPの 目指す もの
文部科学省 は、特色ある大学教育支援プログラム （特
色GP）、 現 代 的 ニ ーズ 取 り組 み 支援 プ ログ ラム （現代
GP） などの支援制度 を設 けて大学教育改革を推進 して
いる 。 GPと は グ ッ ド・ プ ラ ク テ ィ ス （Good Practice）
の意味で、近年、国際機関の報告書等で「優れた取 り組
み」 とい う意 味で 幅広 く使 わ れて い る。特色 GP、現代
GPと もに、 他大 学 な どで も参 考 とな る優 れ た取 り組 み
が選定 され る。 その主 な特徴 は 3つ ある。 第一 には、 国
公私立 を通 じた競争的環境下での公募、選定を実施 し、
各大学 の個 性、特 色 を明確化す ることに よって、緩 やか
な機能分化 を促 す こ とだ。第 二 には、 専 門家 らによる第
三者評価 を行 うことに よ り公正 な審査 を実施 す る。 それ
によって、知的基盤社会を担 う人材育成機能 （教育）の
強化 を図 ろ うとしてい る。 そ して、 第三 の特 徴 は、 選定
され た取 り組 み につ いて社会へ の幅広 い情 報提供 を行 う
こ と で あ る。
これらの支援制度の他にも「大学教育の国際化推進プ
ログ ラム」 や 「新 たな社会 的ニ ーズ に対応 した学 生支援
プ ロ グ ラ ム」 な ど が あ る。
特色 GPの場合 は、これ まで組織 的、継続 的 に取 り組 ん
だ実績 と、教育 目的や役割の明確化 を問い、教育内容や
方法 な どの豊富化 、高 度化 をはか る取 り組み を選定 す る。
現 代 GPで は、 テ ーマ の趣 旨や 目的 に沿 って新 た な教
育改 革 を行 お う として いるかが注 目される。 また、学 長
のマ ネ ー ジメ ン トに よる確 実 な計 画 で あ るか が 問わ れ
る。 そ して、時代 を担 う優 れ た人材育 成 を推進 す る取 り
組み を選 定 して支援す る。
2007年 度、 本学 は 「や さ しい美術 プ ロジ ェ ク ト」 で
現代GPの選定校 となった。以降 3年間文科省の助成 を
受け なが ら、 プ ロ ジ ェ ク トに取 り組 む こ と とな っ た。 も
と も と、「や さ しい 美 術 プ ロ ジ ェ ク ト」 の や ろ う と して
い るこ とは、記 述が難 しい。 内容が言 葉で説 明 しづ らい
部分 を多 く含 むか らであ る。 だが、 その条件 下で本 学の
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ような美術系 大 学が 現代 GPに選定 された ことは、 あ る
意味で象徴的である。
東京蛮術大学で選定された現代GPの取 り組みは、今
のところ先端 芸術表現 科 の教授 が率 い る「取 手 アー トプ
ロジ ェ ク ト」 一 つ だ け と聞 く。 こ の 科 は 、 東 京 聾 大 120
年の歴史の中では新 しい科で現代的、実験的な研究活動
を精力 的 に行 って いる。一方 、私立 美術系 大学 は、 多 く
の取 り組み が選定 されて いる。い わゆ る王 道 とみ な され
るもの は 、 文 科 省 と して は、 す で に 整 備 して き た とい う
ことなの だろ う。 また、継続 的 に高度化 を 目指す取 り組
みは、特 色 GPで網 羅 で きる。 さ らに、 非常 に申請書 類
が細 かい ため、東京重 大 の ように教 員が比 較的個別 に活
動す る よ うな と こ ろ で は、 申 請 で き る取 り組 み が 限 られ
るのか も しれ ない。 この現代 GPは、社 会 的要 請の 強い
政策課 題 に対 応 したテーマ を設定 し、工夫 してい る取 り
組み に対 して資金援助 す る仕 組み であ る。 申請書 には随
所に、文科省 が注 目す る、 この点 の具体 的内容 を書 く項
目が あ る。 言 葉 だ け で な く内 実 が ど う な の か チ ェ ッ ク さ
れている。勝手な推測では、文科省 は少子化社会の私立
大学 をも う一 度、師 にかけ よ うと していて、その基準 は、
従来 の価値基準 で はない もの を探 してい るか、 よ り社 会
的な基 準 を既 に定 めてい る と受 け取 れ る。 あ くまで も推
測の域 を出ないが、一時期、大学設置基準が運用面で緩
和された よ うにみ えたの も、新 しい価 置基準 の発掘 に向
けて と捉 えるな らば納得が い く。つ ま り、 文科省 は、 こ
の時代 の大学全 てに、 よ り充 実 した教 育 内容、現実 を反
映した教育 を求め てい る と考 え られ る。
（ 6） 置 き去 りに され る議 論
現 実的 に、場 づ く り、 出会 いづ く りの ための 「本 学が
持つ要 素」 は他 大学 に はない特 異 な もの であ り、 幅 も広
い。で も、それ らは全 てが活か されて いる とは言 えない。
学生 を縛 りす ぎる時間の仕組 みが 問題 だ。 制作が した い
と思 って いる学生 ほ ど窮屈 に なる時間枠 にな ってい る。
「実技 制作 が、手 を動 か した結果 に ものが形づ くられ
るこ と」 と思 わ れ て い る うち は、 この 状 況 は 変 わ ら な い
だろ う。実技 制作 には学術 が含 まれてい る とい う、制作
経験 者 に は当た り前 の こ とが意外 に理解 されて い ない。
この こ とは本 学 が擁す る 「幅広 い要 素 （人材 ）」 と表裏




伝え るこ とを差 し迫 っ て必 要 と感 じて い なか っ た こ と
が、本学 の現況 をつ くって きた と考 え られ る。
「芸術」や「美術」、「造形芸術」や 「造形」の言葉の
持つ意味は辞書を引けば明白であるが、辞書に本質の違
いが書か れて いるか は疑 わ しい。言葉 さえ も時代 と とも
に移 り変 わ るのだか ら仕 方が ない。 ただ、辞書 どお りの
意味で用いても、既に本学の実態 は芸術大学でも美術大
学で もないのか もしれ ない。来年 度か ら「名古屋 造形 大
学」 に改称 す るが、実態 に沿 わせ るとい う意味 で は全 く
異論 はない。 だが、 目指 す ものを 「造形 芸術」 か ら「造
形」 に変 え るとい うこ とな らば、言葉 の意味 か らも私 に
とって は別 の話 とな る。大 学名改 称 について の短い議 論
の中で、 その論点 は なかった。 自身 も、 そ こまで考 えが
及ぶ前 に動 い ていった こ とで ある。 む しろ、 ク ロー ズア
ップ されたの は、 別の理 由で あった と記 憶す る。理解 は
出来 る ものの、肝心 の議論が 置 き去 りにされてい くの は、
非常 に もどか しい。
この あた りの話 し合 いは、「鶏が先 か、卵 が先 か。」 の
議論 に類似 す る。全 て繋 が ってい るか ら、話 し合 うに も
難しいの はわか る。た だ、本学 は閉 じられ た場所 で はな
いし、幅広 い人材 がい るのだか ら、信頼 と時 間 さえあれ
ば始 まる ことで はない のか。最初 だ けは全員が 努力 しな
ければ な らないこ とで はあ るけれ ど も、 議論 は置 き去 り
にされ るべ きで はない。
（7）様 々な誤解
これ まで共有す る こ とが大切 だ と繰 り返 し述 べ て きた
が、制作者 と して記述 で きるこ との 中で共有 した ほ うが
良い と思 う点 について、 これ か らは述べ てい きたい。
a．制作の中身は言葉だけでは伝 わらない
「措 く」 とい うことは、写真 や映像 の撮影 に よって像
を得 る こ と と似 て い る よ うで 、 そ の 過 程 は 全 く異 な る 行




自身 の高校生 の頃 を振 り返 る と、無我 夢 中で 「見 えた
とお りに」 措 こ う と して い た 時 期 は確 か に あ っ た 。 そ っ
く りに措 けた と思 うと （それ は誤 解 であ ったが）多少 は
嬉し く、 目的 が は っ き り して い た の で没 頭 す る こ とで 達
成感が得 られ た。 その小 さな達 成感 のおか げで、少 々の
嫌な こ とは忘 れ、つ ま らない 日常 を元気 に過 ごす こ とが
で きた。 だが、絵 画 の世 界 を知 れ ば知 る ほ どに絵 につ い
ての悩み は増 え、 その ような単純 な もので はない と気 づ
いた。私 に とっては、 この気付 きが制作 活動 の始 ま りだ
った と、今 で は思 う。私 の場合 は気付 くの に数 年かか っ
た。以来20年あ ま りの歳 月が過 ぎたが、本 当にわか った
こ とが あ った のか 未 だ心 許 な い。「基 礎 を終 えた の か」
と聞か れ て も、 終 えた実 感 は全 くない 。絵 画制作 とは、
つくづ く理性 的 な行為 で ある と感 じられ、制作 を通 じて
越え な け れ ば な らな い こ とが 、 今 後 も た く さ ん在 る よ う
な気 がす る。
絵 画の歴 史 は もともと「三次元 の世界 に生 きる人間が
二次 元の世界 に措 き、人 間がそれ をみ る」 とい うことを
前提 とした様 々 な工 夫 と知 恵、時代 を反映 した思想 の歴
史であ る。 そ して、現 代 を生 きる私 た ちは、そ れ ら工夫
と知 恵、思想 の先 を僅 かず つ創 ってい く存在 だ。 その人
り口に立 った とき、奥 深 い世 界 に初 めて畏 れ を抱 くもの
である。一枚 のデ ッサ ンといえ ど も、そ れは時代 を何 か
し ら反 映 した もの で あ ろ う し、 デ ッサ ン こ そ 生 々 し さが
強く残 る もの とい える。結 果論 だけで収 まる話 では ない。
人が 「今 、生 きてい る世 界 で何 を見 つ けるか」「 ど う見
るか」「 どの よ うに二 次元 に定着 させ る のか」 な ど を、
デッサ ン等 を措 きなが ら探す。 基礎 と思わ れてい るに も
関わ らず、 まるで人 間の生 き方 を問 われて いるか の よう
な内容が 、本 当 は問わ れて い る。「基 礎 とは、一 生か け
て磨 いてい くもの」 と言 われ た方が いるが、正 にそ の通
り だ 。
つ ま り、 措 く とい う こ と一 つ と っ て も、 もっ と総 合 的
なもの で あ る と い う こ とで あ り、 そ の 基 礎 と して は、 客
観的 にみ る力、見 つ ける力 、突 き進め てい く意 思、統合
してい く力 、そ してそ れ を表現 する高度 な技 術 （技 芸 と
学術 ）が必 要で ある。一枚 の絵 を措 くプロセス は、周 囲
の混沌 と した状 況 の中か ら一 定の ルー ル を見 出す とか、
自分 と 関係 づ け る 「切 り口 」 を探 す こ とか ら始 ま り、 世
界と自我 の間のや り取 りを繰 り返 す。そ して、一 人の人
間が、 世界 をど う捉 えて （また は、 ど う一体 化 し）、何
を考 え、何 をその先 にみ るか （希望 す るか）を表現す る。
それ は 、「ど う生 き る か 」 を模 索 す る こ とで あ り、 自然
科学や人文科学全般 に共通するテーマである。
そ うは言 うものの、 自身、教育 と制作 の間で 中途半端
に翻 弄 されてい る 自覚が ある。 しか し、 この状況 を なん
とか乗 り越 え、先輩 諸氏 か ら教 え られた生 き棟や心 の豊
かさを思 い、伝 えるべ きこ とは伝 えたい。実 際 には、そ
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の豊 か さを 自分が知 って いる とい う保 証 さえ ない。そ れ
を実現 す る最 適 な環境 は何処 に も無 いが、此 処 でやれ る
ことは何 か ある はず だ。制作 す るこ とによって、私 はこ
う考 える よ うに変 わった。制作 も多 くの場合 、適 した環
境や素材 が用 意 されてい るわけで はな く、絵 画制作 で は、
支持体 を研 究 してつ く り、工 夫 して下地 を塗 り、措 いて
い く。 その プロセス の どの段 階 にお いて も、 最初 か ら上
手 くい く こ とは 殆 ど無 い 。 歩 い て い る と き も、 食 事 をす
る と きも、そ の ことで頭 が いっぱい にな る。他 人か ら見
た ら、 ど うで も よい様 な こ とにつ い て没 頭 す る 時 間が
延々 と続 く。 イ ンス タ レー シ ョ ンで も同 様 の こ とが 起 き
る。場 の持 つ様 々な要素 は、多 くが 最適 の状 態で は ない。
その要素 を受 け入 れ て最 良の表現 に繋 げ るこ とが イ ンス
タ レー シ ョン表現 の醍醐 味で あ り、制作 者の力 量が 問わ
れ る と こ ろ だ 。
制作 中、稀 に実 現す る ことや失 敗 した こと、 時 には素
材が多 くの ことを具体 的に教 えて くれ る。学ぶ 内容 は常
に制作 現場 に転が って いる。絵 を措 くこ とや ものづ くり
の意 味 は、 なか なか言葉 だけで は伝 わ りに くい し、制作
者は通常、 その点 につ いては話 さない。 制作経験 の ない
方々が思 い描 くの は、どこまでい って も「客観 的 な もの」
「 経験 を欠いた想像」でしかない。客観的視点 も必要だ
が、美術 作 品は真 に客 観 的であ りうるの か どうか私 自身
は疑 問 を持つ 部分 で もあ る。
上記 の様 々 を、経験 の ない学生達 に伝 え、生 もの と し
ての美術 （歴 史 の続 き） を追 求 す る こ と、 そ して、 制
作・研究する人を育てることが大学美術教育の大切 な役
割で ある。本学 で の時間 の使 い方 を見 直す ことや 、教員
が学生 に関 わ りなが らも制作 して いる こ との必要性 は こ
こ に あ る 。 言 葉 だ け で は 伝 わ ら な い こ と を伝 え よ う と し
てい るか らに他 な らない。
b．美術 とは人間の存在についての考察
私達 が受 けて きた 日本 の美術 教育 を考 える と、 これ ま
でに述べた美術教育の核の部分が、一般にも学生にも判
り に くい の は 当 然 の こ と と も言 え る。「生 き る」 と い う
ことには実 に様 々 なこ とが 関係 しあ ってい るが、私達 は
あらゆる分野 で細 か く分 割 して学ん で きた。 その うちの
一つが 図画・ 工作 、 または美術 であ ったが、美術 そ の も
のは実 の ところ分 け られる ものでは ないので はないか。
例 えば、 レオナル ド・ ダ・ ヴ インチが広 範 囲に様 々な
こと につ い て 研 究 した こ と は、 よ く知 られ て い る 。 私 は
レオナ ル ドの偉業 に対 し畏敬 の念 を抱 く。現代 の専 門に
分か れて研 究 して いる私達 が、 レオナル ドの研 究 の跡 を
見 る と、そ の研 究が広 範囲 であ りなが ら高 い専 門性 を持
って いる こ とに驚 き、彼 が特 別 な天 才 に見 える。 もち ろ
ん、 その点 において は疑 う余 地が ない。 けれ ども、広 範
囲 に興 味 を持 つ こと 自体 は、 当時 の感 覚で は至 極一般 的
な こ となのか もしれ ない。現代 とは全 く違 う時代 で あ る
だろ うこ と、数 百年の 時 を挟 んで、価値 観が違 っている
か も しれない とい う視点 を忘 れて はいけない。
生 きてい る世界 を知 ろ うとす る こ とは、専 門性 を大切
に しなが らも、競 合す る力 によって客観性 を持 つ全体像
を知 るこ とで ある。美術 も同様 で、分 けて考 える こ との
出来 ない要素が た くさんあ る。美術 は単 に絵 を描 く、 も
の を形づ くる といった造形 や、 その技法 を追求す るこ と
に と ど ま ら な い。 私 は措 く こ と、 形 づ くる こ とが 美 術 で
ある とい うの は一般社 会 の大 きな誤 解 だ と考 えてい る。
そして、 この誤解 を解か なけれ ば、美術 を学ぶ人 は これ
からもっ と変質 し、社 会 の中で の存 在感 も薄 くなるだ ろ
う。 その先 に は、 日本人 の美 意識 が、現代 以上 に軽 く貧
し くな る こ とが 容 易 に 予 想 され る。 そ の と き、 そ の 時 代
を生 きる人 々は、人 生の豊 か さを感 じて い られ るだろ う
か。「生 きる 」 と い う こ と に 自 ら の 価 値 観 を 結 び つ け る
ことが 出来 るだ ろうか。根源 的 な人 間の存在 につ いての
考察 は、 古今 東西 の美術 作 品 に痕 跡 と して残 っ てい る。
それ は 日本 も例 外 ではない。美術 は世 界 を どう見 るか と
いう人 間の根本 的 な問い、 どう生 きるか とい う現代 人 に
とって欠かせ ない テーマ を扱 ってい る。そ して、かつ て
は、一般 に考 え られ てい るよ りも広 い範囲 に、元 々は繋
がっていた に違 い な＿い。それ を伝 え られ なければ、美術
は短絡的に「就職に直接結びつかない道楽」 と誤解され
たまま、 ます ます才能 ある者が 、そ の才 能 を開花 させ る
前に 潰 れ て い く こ と に な る 。
c．仕 事 を選ぶ ことは生 き方 を選ぶ こ と
昨今、有 名企業 に就職 して も数 年の うち に辞 めて しま
う人の割合 が増 えてい る。転職が盛 ん にな り、定 年 まで
同じ会社 で働 くとい う感覚 は薄 れつつ ある。学生 時代 に
「 生 き方」 につ いて考 え、価 値観 の核 とな る部 分 を形成
した人 は、就 職す る ことの意味 を知 って社 会人 にな って
いく。仕事 を選ぶ ことは生 き方 を選 ぶ こ とであ り、会社
を選 ぶ こ とで はない。 も う一つ の誤解 とは、就職 で きる
か出来 ないかが重要 であ るかの よ うな価値観 だ。 それ を
社会 が若者 に植 え付 けて いる。や りがいや使 命感 を持 っ
てその仕事 に取 り組 め るか どうかが 大切 なのだ とい うこ
とを忘れている。一般的に、美術系大学の学生の何割か
は、必ず 制作 を続 ける とい う強い意志 を持 って卒業す る。
就職 を希望する学生 は文系、理系の大学に比べると少な
い が 、 ど う生 き る か と い う こ と に つ い て真 剣 に考 え、 自
分 な りの答 え を出 し、そ の責任 を負 う覚悟 で 出発 す るの
だ。何 を したいの か全 くわか らない まま給料 の もらえる
会社 を選ぶ学 生 に比べ た ら、 はるかに頼 もしい。 その意
思 を尊 重 しない社会 に こそ何 か誤解 があ る とは言 え ない
か。受 け入 れる会社 や社 会 人 と して送 り出す家庭 も、学
生本人 も本質 を見失 って はいけ ない。
大学 は、例 えば絵画 制作 を専 門 とす るよ うな学生 に対
して、 一般企業 に就職 す る人 を輩 出す る とい う 目標 は立
て られ ない。結 果的 に就 職す る人が い るこ とは良 い と し
て も、 それ は、絵 画制作 の先 にあ る もので はない。 一般
企業 に就 職す る人 を輩 出す る ことが美術 系大 学の 第一 目
標となる と、大 学で美術教 育 を行 う意 味そ の ものが揺 ら
ぐ。美術 を学ぶ 人 は、 やは り美術 で 身 を立 てる こ とを 目
標とす るべ きであ る。究極 は絶対 数 の少 ない専 門職 なの
だ。そ れ らは、 画家や修復 家 な どの よ うに仕事 の 内容 自
体が漠然 としていて、 あ ま り知 られ ていない ものが殆 ど
であ る。 こ うす れば仕事 を得 られ るとい うよ うな道が確
立されて いる わけで もない。新 し く仕事 と して成 り立 つ
仕組 み をつ くろ うとす る動 き もあるが、 成 り立 つ保証 が
あるわ けでは ない。 また、仕 組 みがあ る場 合 も、そ れは
一般社 会 に殆 ど見 えてい ない。他 に も記 すべ きことはあ
るが、 この ような状況 が 、「美術 系大 学 に行 って も就職
がない」 とい うイメー ジを生み、 高校 教諭 や本 人家族 を
悩ませ る基 とな ってい る。
本学 が とるべ き道 を考 えた と き、 意見 は分か れるだ ろ
う。選択 肢 の一つ は、 目標 を変更 し一般就 職 に向けた教
育を積極 的 に盛 り込 んで い くことであ る。 実際 に本 学 で
も、来 年度 か らはキ ャリア支援 の要 素 を含 んだ講義 科 目
が新 カ リキ ュ ラムに加 え られる。 これ まで授 業時 間外 に
希望 した学生 が受講料 を払 って受講 して いた もの をベ ー
スに、講 義科 目と して盛 り込 む こ とに なった。本格 的 な
方向修正ではないが、時代のニーズに対応する一歩 を踏
み出 した。
他 の選択 肢 は、制作者 が制作 に よって生 きてい ける よ
うな仕組 みづ くりを、大学 が率先 して進 める こ とであ る。
大学 と社会 との結 びつ きが強 くあ るほ ど迅速 に進 むはず
だが、表面 的 な結 びつ きで は多 少難 しい。
さらに選 択肢 をつ くる とす れば、高校 教諭 、本人家 族
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に対 して、専 門職 であ るこ とや本 学の姿勢 をはっ き り打
ち出す こ とだ。そ れは、社会 通念 を変 える努力 をす るこ
とで もあ る。 例 えば、一般企 業 に就 職 しないのが 困 るな
らば、美術系 コースに入学 す るのは勧 め ない。根本 的 な
ところで誤解 した周 囲の人 間の ため に、 4年 間、 学生本
人が どれ だけ苦悩 を抱 えるか を考 え ると、 入学前 にそ の
誤解 を解消 す るか入 学 を断わ るこ とは、実 は双方 に重要
なこ と と思 わ れ る 。 だ が 言 う ま で も な く、 この 選 択 肢 を
選ぶの は、 多 くの私 立大学 に は困難で ある。
大 学 は研 究面、経 営面 な ど様 々な条件 を考慮 して コー
ス構成を調整する。そ して建学の精神、教育理念や将来
構想 に沿 った形 を模 索 してい る。社 会 は思い のほか現実
的で、直裁 な結果 を求め る傾 向 にあ る。 しか し、厳 しい
状況 が恒常 的 に続 くこ とは、この20年 を振 り返 れば考 え
にくい 。 な ら ば、 状 況 が 変 わ ろ う と も普 遍 的 な もの ご と
を拠 り所 とし、創 意工夫 に よって耐 える ことを模 索す る
のが健全 なので はないか。 基軸 を簡単 にず らして はな ら
ない。 もっ と も、明確 な基 軸 を本 学構成 員が共有 してい
るか は確 認で きない けれ ども。
仕 事 を選ぶ こ とは生 き方 を選 ぶ ことであ り、会 社 を選
ぶこととは似 て非 なる ものだ。社 会 にお ける誤解 は、結 果
的に美術 を学ぶ学 生 を苦 しめ る ことが あ る。 それで も元
気に美術 関係 の仕 事で生 き抜 く人 を、現 実 に輩 出 してい
る本学 の方針 は、決 して間違 ってい る もので はない。
（8）美術教育の社会的役割
数年前から言われていた大学全入時代が到来した。本
学には入 学 を希 望 して も合 格 で きない受験生 は まだ大 勢
いる。 しか し、 この数 年間 に入 学 した学生 の様 子 は確 実
に変化 して きてい る。
まず 感 じるこ とは、大 学 で学ぶ こ とに対 して学生 が受
身に な っ て きて い る とい う こ とだ 。 中 学 、 高 校 と も管 理
教育 の激 しい時代 の生徒 だ った とい う こ とを考慮 して
も、 その傾 向は顕著 だ。実技 の時 間を楽 しみに してい る
学生 は多いが 、 よ り興 味の ある他 の ことに夢 中 になる学
生は潜 在的 に存 在す る。仲 の良い友 人 に誘 われ るな どす
る と、 なか なか断 れない よ うだ。 また、褒 め続 けなけれ
ば、気 持 ちが沈ん で しまう学 生 もいる。 しか し、大 学 と
して は、学 びた いか ら入学 を希 望 した のだ と信 じた い。
ましてや、文系、理系の大学 と違って美術系大学では何
か を制 作 す る こ と ぐ らい は 、 入 学 前 か らは っ き り して い
る。 明 白 の こ とで あ る に も 関 わ らず 、 こち らか ら制 作 を
促す必要 が出 て くるのは何 故 なのか。 受験時 の作 品か ら
は想 像が つか ない こ とが多い上 に、入 学前 に随分措 いて
きた はず の学生 に も混 じってい る。
美術 関係 の仕事 を してい る人、例 えば イラス トレ一 夕
ーや映像 クリエー ターが、華 やか な業界 で活 躍 してい る。
その よ うな人 々で さえ、駆 け出 しの頃に は、 地味 で実直
な仕 事 を繰 り返 して いた はず だ。そ の地道 な仕 事 を苦 も
なく続 け るこ とが出来 な ければ大成 は しない。 また、人
徳な り戦 略 な りが無 けれ ば成功 す るこ とはな く、一見 偶
然に見 え るもの も、周到 に準備 して世 に 出て行 くもので
ある。仕掛 け人は必ず い る ものだ。
文系、 理系 の大学 の ように就 職 の前段 階 の ような位 置
づけ で大 学が考 え られてい る とした ら、そ の傾 向が 美術
系大学 に も現 れ始め た と捉 える こ とも出来 る。美術系 大
学で美術 を学ぶか らには、卒業後の進路は学生本人の中
では、 あ る程 度絞 られてい る。そ の絞 り込 みは、家 族 に
とって賛成 し支援す る には、 少 ない情 報 では勇気 が要 る
ことだろ う。 しか し、 学生 の人生 に七 っては、そ の決定
時期 を大学卒 業の 頃に先送 りす るよ り遥か に良 い ことだ
と思 われ る。 しか し近 年、一 部の学 生 は、 その決 意 を持
っ て 入 学 す る と い う よ り、「 自分 は どの よ う に 生 きて い
くか方 向性 さえ見 えてい ないが、 と りあ えず大学 生 にな
りた い 」 と考 え て い る よ うに 見 え る 。 そ して 、 か な りの
割合 で、そ れは家族 に よって促 されてい る ようだ。
さ らに気 にかか る ことは、生 まれてか ら美術 に触 れ る
機会 が極端 に少 ない学生が増 えて きた こ とであ る。小 中
高での美術 に触れ る機 会が急 激 に減 ってい るよ うな気が
してな らない。美術 の時 間が減 ってい る ことが言 い たい
ので はない。 学校 行事 や生 活 の 中で、感 じる、考 える、
想像 す るこ とが極端 に減 ってい る。 また、図画・ 工作 や
美術 の時 間の中 で も、 あ ま り美術 的で ない作 業 で終始 す
る授 業が増 えて いる こ とが、高校 訪 問等か ら垣 間見 え る。
この間題 も、いわば、社会全体に美術、芸術 に対する偏
見があるからではないか。小学校の40～50分の授業の中
で、 準備、 片付 け まで含 めた ら、 図画・ 工作 の時 間内で
実際 に作 品制作 をす る時 間 は20分 ぐらいであ る。そ の細
切れの時 間で、 いった い何 が 出来 るとい うの か。教員 が
どん なに工 夫 して も、分厚 い壁 があ るに等 しい。理科 の
実験 を含 む授業 で も似 た ような問題が あるそ うだが、 美
術の授業 が最 もその弊害 を抱 えてい る。 結果 としての工
作物 が 出来れ ば良い とい うものでは ない。制 作の過 程が、
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ないが しろ にされて いる。
さ らに言 えば、高校 で美術 教諭 の採 用が 減 って いる。
他教 科 の教 員が掛 け持 ちで授業 を行 うこ とまで恒 常化 し
つつあ る。 これこそ美術教 育 の危 機的状 況 を生 み出 して
おり、 教育 委員 会等 の方針 を疑 いた くな る問題 で ある。
この よ うな環境 で図画・ 工作 、美術 の 時間 を過 ごした学
生達 が美術系 大学 を 目指す の は、 どうい うこ となのか を
私達 は冷静 に考 えな くてはい けない。少 な くとも20年 ぐ
らいは、 この ような状況が続 い てい る。 そ して、20年前
に学 生だ った人 は親 とな り、現在 は受験生 が進路 を考 え
る ときには方向 を示 す立場 となった。
いまや、美術研究所等の真の役割は大 きい。義務教育
などでの美術教育に今以上の期待が持てない環境の劣化
を考 え ると、 なお さ ら強 くそ う思 う。現在 は美術教 員の
養成 も難 しくな ってい ると聞 く。採用 が無 く希 望者 が減
って いるのが 原因 ではない か と考 え られ ているが、 この
ままでは、本 当 に美術教 育 は八 方塞 に なる。 人 々が美術
に触れ る機会 を増 や していか なけ れば な らない。 ただ単
に人や 時間 を増 やす ので はな く、美術教 育 を守 る内実 的
な対策 を検 討 してほ しい。
過去数十年においては、美術研究所の役割は、美術系
大学 を 目指す受験 生 を対象 に、 高い倍率 を突破 す るため
の力 をつ け るこ とだ った。 しか し、小子化 による大学全
人時代 とな った今 、美術研 究所 等 に求 め られてい るの は、
まず は美術 と関 わる人 々、美術 を楽 しむ人 々を社 会 に育
てる ことにあ るので はないか。大学 は専 門的 に研 究す る
場所 であ る とい う基 本ス タンス を崩 してはい けない。 な
ぜな ら、美術 人 口 を増やす こと と、 専 門性 を極 める こ と
は同時 にや って いか なければ な らないか らだ。美術研 究
所等 で はや らない こともあるので、 それ は崩 さず続 け る
べきだ。そ して、大 学 と美術研 究所 等 は、 ともに社 会 に
美術 と関 わる人 を多 く育 てる ことが重 要 であ る。
この ように社 会 の状 況 は明 らか に変 化 して きた。 それ
に伴 い、学 生の美術 系大学 に対す る意識 も変貌 してい る。
環境 が著 しく変わ る中で美術系 大学 が担 う役 割 は広 範囲
にわた る。これ まで以上 に柔軟性 あ る対応 が求 め られ る。
その方法 を探 る必要 が出 て きた こ とは言 うまで もない。
（9）個性 を尊重す る入試
この報告の冒頭で触れた本学のAO入試 も、欧米で行
われ て い るAO入 試 も、 根 本 的 な と ころ で 「個 性 を尊
ノ
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重」す る入試 と言 える。受験 生が何 を したいのか、 どん
な 表 れ 方 を して い よ う と も、 まず 見 る と い う姿 勢 の 入 試
と捉 え られ る。 本学 にお いてAO入試 は、 短期 大学 部で
始 まったが、 実際 に個性 的 な学生 を集め た。 ビジュア ル
デザ イ ンコー ス の よ うな 1学 年60～70名 規模 の コース
で も、 きめ細 かい個人指 導 的な関 わ りの 中で学生 は育 ま
れた。造 形芸術 学部 では、交流 造形 コース とメデ ィア造
形コース にAO入 試が 導入 され た。 これ らの コース も短
期大学部同様に個性的な学生を集めた。入学 した学生の
「個性」の内容や具体的な 4年間の教育方法は気になる
ところであ るが、 完成年 次 を待 って分析 が なされ るのが
筋で あ ろ う。
一方、造形芸術学部美術学科洋画 コースは、一学年
40名 弱 のク ラス を持 つ。AO入試 は行 って い ないが、早
い時期 か ら 「40名 の 学生 が い た ら40通 りの絵 が卒展 で
並ぶ ように」 教育 ス タ ッフは 目標 を持 ってい る。 学生が
みな同 じ方 向性 の絵 画作 品 を自然 に制作 す るよ うな こ と
は在 り得 ない と考 え、 4年 間、様 々 に配慮 して いる。 こ
れも、言 い換 えれ ば 「個性 の尊重」 で あ り、 AO入 試 の
目的 と重 なる部分が あ る。
また、本学 の特色 の ひ とつ と して、様 々な入試 方法 を
実施 してい る ことが挙 げ られる。実技 推薦入 試、調査 書
推薦人試、一般前期入試、一般後期入試、地域入試、社
会人入試、外国人入試など、 日程や会場、内容は多様で
ある。 この入試 のお かげで、 一つ の コース に様 々な学生
が集 ま る傾 向 が あ る。 洋画 コー ス の 1年次 をみ て い る
と、 措 くこ とを何 年 もや っ て きた学 生 か ら、 初心 者 で
はあ るが 無垢 で計算 ない原石 の ような個 性 まで、全 国か
らあ らゆる学生 が入学 す るよ うに なった。画 一的 な一 方
向の課題 は最初 か らそ ぐわ ない。双方 向の、 一対一 の関
わりが要 求 されてい るこ とを実 感す る。 そ れ ぐらい幅 が
広い学生達 を相手 に していて、年 々そ の幅 は広 が って き
てい る と感 じ られ る。絵 画 に対す る言葉使 いや意識 も同
様に様 々だ。そ して何 よ りも、学 生 に とって この多様性
は良い効果 をもた らしてい る。
また、美術学科は今年か ら、一般人試の方法 を変えた。
実技 課題 におい て、 措 くモチー フ と描画素材 を選 ぶ こ と
が出来 る よ うにな った。措 くモチ ー フは、静 物、 人物 、
石膏像 の 中か ら一つ を選ぶ 。描画素材 は コース ご とに選
択肢 は異 なる もの の、受験生 の得意 な もの を選 ぶ ことが
出来 る。受験 生 に とって は選 択 自体 が、既 に 自己 との対
話に繋 が ってい る。受験 生 はそ こまで意識 しないか も し
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れないが、緩 やか に能動 的な制作へ の 関わ りを促 す。そ
して、作 品 （自己） を客観 的 に捉 え、良 さ をアピールす
る制作 姿勢 や方法 に向か わせ る。 この 関わ り方 は、入学
後に違和 感 な く継続 して、本 学美術 学科 の カリキュ ラム
に繋 が ってい くのでは ないか。
個性 を尊重 す る実技 科 目は、実施 にと もない教 員 に と
って負 担が増 す ものであ る ことは確 か だ。 一方 向的 な関
わりで は成 り立 たないた め、教 員 一人 あた りの対応 人数
が、 これ ま で よ り も限 られ て くる。 しか し、 現 代 に お い
て望 ま しい教 育方法 であ る。そ して、本学 の特徴 、 これ
までの取 り組 みが活 か される方法 だ。
（10）授 業評価 ア ンケー トの改 良
「個性 の尊重」 は クラスの人 数が多 くなれ ばな るほ ど
教育 ス タ ッ フ に とっ て は 難 し くな って くる 。 方 法 が 個 人
指導 的 な もの に な りやす いか らだ。人 数が多 くな る と、
学生の状 況や考 えてい る ことな どを把握 す るだけで も膨
大な時間を費ゃす。一方で、人数が多い程、学生 には個
性が「自分 の良 さ」であ るこ とが容易 に 自覚 されや すい。
本 学 では、年 に 2回、 おお むね科 目ご とに学生 による
授業 ア ンケー トを実施 してい る。 下記 の項 目につい てそ
れぞれ数 間ずつ具 体的 に聞 き、 マー クシー トで答 える形
式で行 って きた。 自由記述 による項 目 もあ るが、 記述 に
なる とや や回答率 が低 い。
・ 授業 の 目的、 内容 につい て
・ 概要・ オ リエ ンテー シ ョン・ 課題説 明
・教員の教授行為 について
・教員の熱意、態度について




このア ンケー トは、他 の総合 大学 で行 っていた もの数
種類 を参 考 に して学 内で練 り直 した もので ある。最初 の
実施までの間では、総合大学の授業 と本学の実技科 目の
授業 の違い につ いて殆 ど議論 が進 まなか った。 したが っ
て、何 度か改 良 を加 えた今 も、 美術系 大学 に とっての授
業ア ンケー トの具体 的実施 として は、暫定的 なか たちで
ある と言 わ ざ る を え な い 。
こ の授 業 ア ンケ ー ト実 施 の 目的 は、 あ くま で も学 生 の
学びの向上 であ り、 その ために大学 や教育 ス タ ッフが出
来るこ とを探 ろ う とす る ものだ。「個 性 の尊 重」 を考 え
たと き、 この 授 業 ア ンケ ー トに は 矛 盾 が 出 て くる 。
例 えば、先程述べた洋画コースの場合、 1年次 4月の
段階で学 生の 出発 点 はバ ラバ ラであ る。絵画制作 におい
て「全員が初めて行う課題」の設定は不可能に近い。そ
れゆ え、 幅の広 い捉 え方 ので きる課題 や一人 ひ と りの学
生が取 り組 む環境 を作 る ことに苦心す る。そ して、授 業
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アンケ ー トを実 施す る半 期修 了時で も、学生 の到達点 は
それぞ れであ る。 どの学 生 も、 自己 の達成 目標 が 4月 に
見えて いる わけでは な く、方 向性 は違 うとい う前提 に立
てば他者 と比べ る こ とも出来 ない。つ ま り、学 生全員 に
共通 した質問項 目は、 限 られ てお り、 制作 に関連 した内
容の 質 問 を し よ う とす る と、 そ れ は個 別 に 聞 い て い く し
かない こ となのであ る。 学生 の学 びや授 業 の向上 を 目指
してい た ら、制作 に関連 した質問 を しない わけ にはいか
ない 。 目的 の た め に 聞 きた い こ と は、 ア ン ケ ー ト形 式 で
は聞 きに くい のであ る。 この矛盾 には、 これ まで に述 べ
てきた制作 の特 質が探 く関係 して いる。成長 の方 向性 や
方法が個 々 に異 な るが ゆ えに、この状 況 は生 まれやす い。
授 業 ア ンケー トで はな く、個 人面談 を繰 り返 して学生
の声 を 聞 い て い こ う と して い る コ ー ス もあ る 。 交 流 造 形
コース や メデ ィア造 形 コー ス な どで は、 一学 年 約20名
の学 生 に対 して一 人 ひ と り、複 数の担 当教 員 が面 談 し、
授業の内容、学生の取 り組み、今後の課題 などについて、
学生 の率直 な考 えを聞いて いる。私 は参加 した こ とが な
いの だが、 どの ように聞い てい くかで得 られ る内容 も変
わって くるので はないか と想像 される。 だが、基本 的 に
対話 を重 視 した この方 法 は、 実施 で きる人 数 に限界 が あ
る と思 うが 、 あ るべ き姿 の 一 つ で あ ろ う。
さて 、本 学 は2008年 度用 に、再 び改 良 を加 えた授 業
アンケー トを準 備 してい る。 3種類 の授業 ア ンケー トか
ら担当教員が、授業内容に相応 しい 1種類 を選び実施す
る。 3種類は、対象や目的の違いから「講義系用」「技
術習得系用」「創作・研究系用」 となった。講義系用 は
多人 数 に教授 す る科 目な どを想定 してい る。技 術習 得系
用は積 み重 ねて知識 や技 術 を学 んでい く内容の実技 科 目
や、 一部 の講 義科 目に合 うだ ろう。創作・研 究系用 は個
人指導 的 な授 業 を行 う実技科 目や ゼ ミの ような少 人数の
科目を想定 して変更 を加 えた。 いずれ も具体 的 内容 をき
く自由記述 に よる回答が少 し増 えた。 また、教員 が授業
科目 ご と に 設 問 で き る よ うな マ ー ク シー ト回 答 欄 と 自 由
記述回答欄が加わった。
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また運用 面で は、授 業 ア ンケ ー トによって得 られた デ
ータ をも とに、評価 分析 と対 応改 善策 につ いて授業担 当
者が報 告書 に まとめる こ ととな った。
（11） ア ー トプ ロ デ ュ ー ス コー ス
2008年 4月 、本 学 は名 古屋 造 形大 学 に改 称 す る と と
もに美術学科 とデザ イ ン学科 の 2学科利 か ら 1学科 制 に
変 わ る。 同時 にコース構成 も細 か く分 けてそれ ぞれの専
門性 を明確 に打 ち出す こ ととなる。 私 はその中 で、 アー
トプ ロ デ ュ ー ス コ ー ス に籍 を 置 き、 洋 画 とア ー トプ ロデ
ュースの実技科 目を担 当す る ことにな っている。 これ ま
で担 当 した複 数の コースで の経 験や、 本学専任 と して学
内で取 り組 んだ仕 事、 学外 との連携事 業 な どを通 して得
た 様 々 な こ とが 活 か せ る か も しれ な い 。 ま た、 ア ー トプ
ロデ ュース コースは比較 的少人 数の コース なので、 これ
までの提案 で空 間や人、 時間の壁 によって断念 した こ と
の応 用 に向けて、動 きや すいか もしれ ない。
実 際 には、 この コース の準 備 には様 々な課題 が山積す
る。 この コースの学 生 は、 単 に知識 を詰 め込 むよ うな こ
とはせ ず、幅広 く実体験 を重 ね るこ とを初 めの 2年 間の
目標 として いる。制作 経験 の無い ところか ら企画 で きる
ことは既 に多 くの人が や ってい るこ とであ る。私 は 「制
作経験 があ るか ら出来 る企画 や仕 事」 を生み 出す人材 を
育成 したい。ゆ えに、他 コース授業 との相互乗 り入 れや、
カ リキュ ラム を学 生個人 が横 断、縦断す る こ とが出来 る
よ う に模 索 して い る と こ ろ だ 。 ま た 、 学 生 が プ ロ ジ ェ ク
ト運 営 を行 うた め、 学外 の連携先 を良好 なか たちで準備
する必 要 が あ る。 さ らに、「個 性 の 尊 重」 は、 決 して
「 何 を や っ て も評 価 され る」 と い う こ と で は な い の で 、
学生 の選択意 識 と意欲 を高 める方法 に も工夫 が求 め られ
る。
ア ー トプ ロ デ ュ ー ス コー ス が何 を 目指 す と こ ろ な の か
は学 内に も充分 理解 されてお らず、担 当す る教 員 間で も
手探 り状 態で ある こ とは否め ない。 コース は名称 だ けで
出来て いる わけでは ないのだか ら当然 であ る。 この新 し
いコー ス を充 実 させ て い く こ とは 、 学 生 や コ ー ス との 距
離感が担当者それぞれで も異なるために、企画段階では
個人的に多少の不安や蒔躍 を伴う。今は信頼関係の強さ
を信 じ る の み だ 。 そ して 、 自身 は、 あ くま で も美 術 家 と
しての立場 を崩 さず に関 わってい けた らと思 って いる。
現在 アー トプ ロデューサ ー と呼 ばれ る人 々が、 アー ト
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プ ロデ ュース を大 学で学 ん だ とい う話 は、無 いわ けでは
ないが 、 あ ま り聞 かな い。本 人が独 自に興 味 を持 って、
人と出会 い、現場 を踏 む ことによって仕事 を積 み重 ねて
き た例 が ほ とん どで あ る。 人 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン能
力は必 要 になる だろ う。 あ とは言葉 や言葉 以外 の表現 を
読み取 る理解力 だ ろ うか。 それ にはや は り制作経験 が あ
るこ とは有効 と思 われ る。 出発 点 はおぼ ろげ に見 えてい
るが、目標 値 につ いて は、担 当者 に も経験 が必要 であ る。
この報告で述べた美術の今 日的な意味を、学内外に伝
えてい きたい と切 に思 う。そ の役 割 は他 の コースで も担
う こ とが 出 来 る が 、 ア ー トプ ロ デ ュ ー ス コー ス は 、 そ の
道筋 を太 く丈夫 にす る役割 を同時 に担 ってい る。 報告 1
で述べた、美術工作集団 「風の又三郎」のような緩やか
な集 団 になるのか もしれ ない。そ うで はな く、奇想 天外
なイ メ ー ジが 膨 ら む こ と も考 え られ る。い ず れ に し て も、
柔軟性 を持って取 り組み、未知数の部分を最大値にする
努力 は惜 し ま な い つ も りだ 。
終 わ りに
これ までの報告 の 中で述 べ た とお り、入 試 の方法か ら
コース構成 や授業 内容、 その分析 の方法 にい たる まで本
学 は常 に変化 しなが ら、 よ り良 い美術 教育・ 研 究 を模索
してい る。 これ は、本 学 の建 学の精神 「 ともなるいの ち
を生 きる」 の具 体 化 され た 姿 を 目指 す こ とで もあ る。
「 と も な る い の ち を生 き る 」 の 解 釈 も 一 通 りで は な い 中
で、 本 学 の取 り組 み が極 端 に偏 る こ とは ない だ ろ う。
「多様性 」 を大学美術 教育 で引 き受 け るこ との難 しさは、
これ まで述 べ た とお りだ。 ただ、現在 の社会状 況 の中で
「多様性 」 は一 つの キー ワー ドにな りうる。「多様 性」 を
実現 す る大 学の 向か う先 は、そ れゆ え興 味深 く、緊張 感
があ り、個 人的 には楽 しみで もある。魅力 的 な教 員が 数
名加 わ っ た こ と も、 も しか した らダ ー ク ホ ー ス か も しれ
ない名古屋造形大学に期待する理由である。 日本の美術
教育 の危 機 的状 況 を乗 り越 えな くてはい けない。
2008年 4月か らの「名古屋造形大学」が、他大学 に
出来 ない多 くの ことを実現す る大学 であ るこ とを願 いつ
つ、「報告 4 ：名古屋造形芸術大学の美術教育一実技科
目の現実 と課題－ 」 を終 わ る。
